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[課題1]環境負荷低減に資するICTシステムに係るインターフェース要件

『住宅内ネットワーク及び住環境情報ネットワーク構築のための
通信インターフェースの標準化』

～フェムト等による住宅内状況把握と情報利活用のためのインターフェース検討等～

平成２２年８月４日
株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ

資料15-07
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１．テーマ選定の背景と課題

現状

送電網

配電

火力発電

ＰＶで発電され
た電力を火力発
電で調整

接続している
ＰＶが少ない

調整不能

解決手段

ゆるやかに
削減

背景
ＰＶによる環境負荷低減策だけでは、やがて系統側の電力調整能力を超えてしまう可能性がある。
そこでＥＶや蓄電池を用いることで、系統への負担軽減をはかりつつＰＶの有効利用をはかる。

火力発電

将来の課題

火力発電

PVの利用制限が想定される

送電網

配電
接続している
ＰＶが増加

送電網

配電

ＥＶ 蓄電池 ＥＶ

接続している
ＰＶが増加

PVの有効利用が可能となる

※ＥＶ（電気自動車）：Electric Vehicle 

※ＰＶ（太陽電池）：Photovoltaic  
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 ホームＩＣＴフェムトとＥＶのインターフェース
が標準化されることで、ホームＩＣＴフェムト
によりＰＶ及びＥＶ等が最適コントロールさ
れ家庭内電力の自給自足化が可能となり
消費者に大きなメリットをもたらす。

２．課題解決に向けた仮説と拡張するサービス

課題仮説

スマートハウス

ＥＶ 蓄電池

ＰＶ

ホームＩＣＴフェムト

※ホームＩＣＴフェムトとは、ホームＩＣＴと家庭内の小型基地局が
一体化されたもの

標準化

※様々なメーカーのＥＶとホームＩＣＴが
インターフェースの標準化により接続
可能となる

拡張サービス

 ホームＩＣＴフェムトとＥＶのインターフェース
が標準化され、ＥＶとＰＣや家電等が直接
繋がることで（オフロード通信）、大容量の
コンテンツが安価な価格で流通できる。

 また、家と車とでＶＯＤも可能になる。

ホームＩＣＴフェムト

標準化

ビデオオンデマンド

※ＶＯＤ：Video On Demand 

※車へのＣＤ／ＤＶＤ等の媒体の持運びが不要になる。

■ＥＶと家電とのコンテンツ流通
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実証企業 NTTドコモ

テーマ フェムト等による住宅内状況把握と情報
利活用のためのインターフェース検討

事業イメージ

３．プロジェクトにおける検証テーマ

 フェムトによる住宅内状況把握と情報
利活用のためのインターフェース検討

 標準化対象となるＩＦ
フェムトセル⇔EV間のオフロード通信

インターフェース

サービス提供サーバ

ホームICTフェムト

ＥＶ 各種センサー

IF

バンドル配信サーバ
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４．生活者・事業者のメリット

生活者メリット

事業者メリット

１．生活者の利便性の向上
⇒ 家の外と内とでシームレスな通信の実現

（１チップにより、BTS及びフェムトBTSの通信が可能）
⇒ ホームICTとEV間のリーズナブルな通信の実現

（フェムトセルを活用したオフロード通信）

１．個人情報の開示レベルに応じた家庭内情報の積極利用が可能
⇒ 多様なサービス開発の可能性

２．光熱費のコスト削減
⇒ PVとEV（蓄電池）の最適制御による電力の自給自足化

２．フェムト基地局の用途拡大

３．ホームICT基盤をサービサーに提供

※事業者とは通信キャリアや家電メーカー等
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５．ＮＴＴドコモの実証事業内容

 実証事業の狙い・目的

 EVを利用することによるPVの最大活用

 家庭内電力の最適化

電力の自給自足化

CO2原単位の低い電力利用

 実証事業内容

 PVの発電量、家電の消費電力量、EVの
蓄電量、各種センサー（温度など）による
情報を可視化する

 EVの蓄電池を、PV発電の余剰電力の受
け皿とすることにより、EV走行に充当す
る

 ネットワークを活用して家庭内の電力需
要を監視しつつ、必要に応じてEV（蓄電
池）の電力を家庭内に供給する

 EVと家庭内電力（PV、家電）の賢い使い
分けを見える化し、コンサルティングで低
減する

ZigBee

NGN

フェムト

住宅内

可視化モニタ

ＮＷ

蓄電池

制御

×× ×

制御 制御

家電・住設

太陽電池（PV）

ホームＩＣＴ＋フェムト

センサ電力計

フェムトオフロード
通信インターフェー
ス検討によるCO2低
減効果

ホームICTデータ利
活用でのCO2低減
効果

PCS

IF

ＥＶ
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６．実証スケジュール

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

▲APEC

調査

検証①

検証②

報告書作成

テストベッド設計・開発・構築

改善
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